
患者

気になる症状

物忘れ、眠気、気分が
しずむ、ふらつき・
めまい、食欲低下、
おしっこが出にくい、
便秘 など

「服薬情報の
お知らせ」等
の持参

広島大学病院

ポリファーマシー対策におけるモデル事業の実施について
【ポリファーマシーが疑われる患者を発見した場合の相談窓口の設置】

別紙２

○ ポリファーマシー※が疑われる患者について、当該患者が受診した医療機関（診療所）は、患者の複数受診
などで悩む場合、総合的な診療ができる体制を有する医療機関（病院）に服薬調整の相談ができるものとする。
○ この相談応需業務を広島大学病院総合内科・総合診療科において試行的に実施し、課題の検証等を行う。

④ 受診
総合内科・総合診療科

※多剤服用の中でも害をなすものについて特に
ポリファーマシーと呼び、単に服用する薬剤数
が多いことではなく、それに関連して薬物有害
事象のリスク増加、服薬過誤、服薬アドヒアラ
ンス低下等の問題につながる状態をいう。

（注）各医療機関（診療所）において、すでに、総合診療医（総合内科医）や老年内科医に相談する体制が構築されている場合、これを妨げるものではありません。

① 紹介・予約申込FAX

② 受信日連絡FAX

③ 予約票・
紹介状（診療情報提供書）
の交付

地域連携
FAX 082-257-5489

薬局からの
服薬情報提供書

ポリファーマシー
では？？

服薬調整は
誰が？？

患者同意のうえ

患者

⑤
各医療機関に必要に応じて診療情報の提供を依頼し、提供内容に基づき、リスクとなり得る薬の組み合わせの情報提供等を実施
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